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◎参加人数 8名 

 

◎活動の趣旨 

 MGPRの活動趣旨は、オープンキャンパスを主と

して宮城学院女子大学の魅力を学生目線でアピール

していくことです。 

 

◎今年度の活動内容 

・入学式でのキャンパスツアー 

入学式にいらした保護者の方にキャンパスツアー

を行いました。入学式で使用した大学講堂はもちろ

ん、礼拝堂や大学図書館など普段は保護者の方が入

れないところも案内させていただきました。学生目

線でのキャンパスツアーは、これから始まるお子さ

んの大学生活を具体的にイメージしていただけるも

のになったのではないかと思います。 

 

・春のオープンキャンパス 

春のオープンキャンパスでは、MGPR新体制のも

とツアーガイドを行いました。皆前々からキャンパ

スツアーを行った経験があるということもあり、滞

りなく行えました。 

 

・夏のオープンキャンパス 

一年で最も多く人が集まる夏のオープンキャンパ

スは、例年通りたくさんの方にお越しいただきまし

た。その人数の多さゆえ、オープンキャンパス中メ

ンバー間で意思疎通がうまくはかれなかったり、経

験の浅いメンバーは苦労が多かったりと、自分たち

の学びの多いキャンパスツアーになりました。 

 

・防災訓練 

防災訓練では、大学にお越しいただいた方への受

付の他、要望があればキャンパス内を案内いたしま

した。他の自主活動企画と合同での案内になりまし

た。- 

 

・秋のオープンキャンパス 

秋のオープンキャンパスでは、どの大学に受験す

るか決まった高校生が多く、ツアーガイド中の質問

も、入試に関することが多く見受けられました。入

試の質問に答えることで、受験生たちの不安をなく

すことに貢献したと思います。 

 

・大学祭 

大学祭では、教室企画として行われたさなぎプロ

ジェクト活動展示のお手伝いをしました。活動展示

では、受付の他さなぎプロジェクトが行った活動の

説明などを行いました。 

また、空き時間には宮城学院にお越しいただいた

方々の誘導他、道に迷っている方が目的地にたどり

着けるようその案内をしました。 

 

◎今年度の振り返り 

 今年度特に力を入れたことは、キャンパスツアー

に参加された方とのコミュニケーションについてで

す。キャンパスツアーという短い時間の中で、参加

者の方といかに距離を縮められるかを意識し活動し

ました。初めて宮学に来た高校生の参加者の方が緊

張しないよう、常に明るく応対し、堅苦しくない雰

囲気作りを心がけました。その効果あってか、ツア

ーに参加された方の表情もどこか明るく、ツアーの

終わりには拍手をいただけるなど、昨年度よりも充

実したキャンパスツアーにすることが出来、達成感

を得ました。 

また、今年度の反省点は、型通りのツアーを行っ

てしまったことです。MGPRでは、事前にどのよう

なツアーを行うか台本を配るのですが、その台本に

頼り切るあまり参加者のみなさんに代わり映えのな

いツアーを提供することとなりました。今後このよ

うなマンネリをなくすよう、メンバー内でそのつど

反省会を開く予定です。他のメンバーのガイドの仕



■2014年度さなぎプロジェクト 

12．MGPR 

 

方を参考にすることで、自身のツアーを改善してい

こうと思います。 

他には、キャンパスツアー中、参加者の方から受

けた学科や寮に関する質問に応じることが出来なか

ったことがありました。参加者の方に柔軟な対応が

出来るよう、この課題は、自分が所属する以外の学

科のことや寮についての知識を付けて改善していき

ます。 

 

 

 


